
　生活の心得の見直しについての報告です。（今回は保護者様にも関わる見直しのみご報告させていただきます）

①各学級での学級会　②職員研修　③生徒会・中央委員会での話し合い　④生徒会から職員への提案　

生徒会からは以下のような提案がありました。

・下着の色の自由化(透けないもので)　・ベルトの記載（黒を基調とした装飾のないもの）　・ベスト着脱時期の廃止

・冬期のレギンスの着用許可　・靴の色は白を基調とし、黒を追加すること　・Yシャツのボタンダウンの許可

・セーターの色の追加とカーディガンの許可（今年度から色はグレーを追加、カーディガンも認めています。

また、冬期の下着については色も白、黒、紺、グレー、ベージュを認めております）

・ジャージの腕まくりの許可　・ツーブロック禁止の廃止　・髪留めの追加、ゴムの色の追加

　生徒会からの提案と学校アンケートへの保護者の皆様の意見を取り入れ、生徒指導部で検討し

先日、以下の内容を生徒に報告しました。

○　下着については、無地で色は自由。ただし透けにくいものとする。

○　ベスト着脱時期については廃止をしない。

→SDGs 13 「気候変動に具体的な対策を」→世界的にクールビズを推奨している。学校でも取り入れていきます。

　（体調等で不安な面がある場合は担任の先生と相談すること）

○　ベルトの記載について→黒・茶を基調とした装飾のないものとする。

○　通学用靴について→ローカットの白または黒を基調とした運動靴。紐は白または黒の単色とする。

　（ラインやワンポイント等が入っていても問題ありません。ただし運動に適した靴のみとなります）

○　Yシャツのボタンダウンは許可する。

○　冬期の服装について

→無地の白・黒・紺・グレー・ベージュのセーターまたはカーディガン。ただし袖や裾からはみ出さない長さとする。

→タイツ・ストッキング・レギンスは無地の黒・紺・ベージュとする。

○靴下は白・黒・紺・グレーを基調とした装飾のないソックスとする。

○ジャージの腕まくりについては生活の心得に記載はしないが、認める。

○頭髪等については以下のように変更となります。

①日常生活においてじゃまにならない、清潔感のある髪形にする。

②前髪は、目にかからない程度とする。　

③髪が肩にかかったらゴムで結ぶ。（ゴム・ピンの色は、黒、紺、茶のいずれかとし、耳より下の位置にする）

④パーマをかけない　　⑤染色、脱色、そりこみをしない。　　⑥刈り上げツーブロックをしない

⑦編み込み等の装飾をしない　⑧整髪料を使用しない。　⑨まゆ毛は変形させない

　生徒会、中央委委員を主として全校生徒で、生活の心得の見直しについて考えていただき、感謝しています。

３学期から試験的に、この心得で学校生活を送っていきますので、全員でルールを守っていきましょう。

No.


